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ニールプラウにて空泡罷は宵色，時としては淡紫紅色に染色す・スミス氏法により空泡は

青黒色に染色し癬菌も往々黒色に染色しチアチオ氏法によりて縦細胞は淡橙黄色を取り，

フィシュレル氏法によりて青黒色に染色し痢菌の新鮮なるものはスミス氏法の如く黒色に

瘤色す．加之，多数の新鮮なる癬菌を有する標本にありてはエーテル，アルコホール等分

液に久時浸漬して， 1籟細胞内空泡は共の染着力を失ふにも拘らす韻菌は尚ほ着色するを見

る．是によりて之を観れば癬菌儒内の脂肪はエーテル，アルコール等分液内に容易に浸出

せざる堅固なる脂肪様物質の存在するを見る可し。

以上の所見を綜合するに痢細胞骸の脂肪様骰はスミス，チアチオ，フイシュレル氏の謡法

によりて染色するを見れば中性脂肪にはあらす・また重屈折を螢まざればヒョレステリン

エステルにもあらす所謂脂肪様罷に謁す．その化學的構造は将来の桧索を倹たざるべから

ざる所なれども恐らく複雑なる物質なる可し・而して廂菌の新鮮なるものも常にズダン，ス

ミス氏法，フィシュレル氏法を以て染色し得，大閤に於て！癬細胞内容と同様なる物質を含有

すれども癬菌は脂肪溶解築に抵抗し且その抗酸性は廂細胞儒内の脂肪物質より著しく強き

幽を異なりとす・オスミュム酸にも亦脂肪様物質よりは一層強く着色す・掘細胞内の類脂肪

物質の来源に就いては細胞の生産物か若しくは他よりの浸潤物質なるか勝又羅細菌憫の溶

崩物分泌排泄物なるや未だ全く不明なり．然れども類脂肪罷として多少の差異はあれども

頗る近似の物質なる貼より直覺的に掘菌閥に因ずる産物なるを思はしむ・就中，皮膚，粘談

睾丸に於て数c存在する大なる小球は概して蹴菌の繁殖せる集落と見f故され常に痢面の密

集するを見れども，陳奮にして数回痢性結節性紅斑に俊され或は結核と合併しだる屍證を

桧索するに賞りその小球は殆ど癬菌消滅して僅かに2~3の痢菌浅影を留むるのみ．斯くの

如き小球も類脂肪の反應を呈し居る所は嘗て繁殖したる蹴菌の大部分が此の菱性を呈した

りと為すも何人も異論を挟まざる所なるべし・然れども内臓廂殊に肝臓，肺臓の如き痢菌に

俊され易き臓器なるにも拘らす皮廣，粘膜，翠丸或は皮崩癬｛に直接闘聯する淋巴腺に於け

る如く大小なる小球を猿せす•この臓器の浸潤には常に空泡性瓶細胞の形態を取る．加之

従来掘に犯されざる臓器と見倣されたる心臓，胃腸，子宮等に常に癬菌の繁殖せざるにも

拘らす毎常，斯くの如き痢細胞群を見る．勿論，この際，癬細胞内には狐菌は僅微なり．

然れども其の特殊の構造と類脂肪性反應とは他の疾患に喧れたる臓器若しくは生理的臓器

に嘗て目撃せざる疱愛にして努めて捜索するに於ては常にこの狐細胞群内に 1~2の瓶菌

と見る．斯くの如き場合に痢菌より轄化したるものと考ふべからざることあり．今，掘病

髪稀有な りとせられたる臓陥及び肝，肺の如き内臓に就き此の新観察法により瓶細胞の分

布を談察せんとす。

1 淋巳腺
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バーペス氏の如きは淋巴腺を以四狐の好潜匿地の如く思惟するに似たるも皮膚，粘膜，

訓歳，睾丸等の原褻的浸潤乃至結節を褻生する所に比すれば綬彼的の性質を有する者の如

し．股腺，鼠践腺，肘腺，腋腐腺，顎下腺，頸腺の如きは共の皮質髄質はウキルヒョウ氏

の所謂副督類似の構造を呈すれども就中，ゥキルヒョウ細胞の富饒なるは皮質の濾胞に占居

し，絃に結箇i}快の構造をなし被膜及び共の直下には小球を形成し誠胞には空泡細胞及び多

核細胞を痰し珈菌に富む・ 此の場合，淋巴寅にも網朕細胞に色素顆粒と少許の枷叫とを

含むも賓を填塞するが如き癬菌の大集浴を見ることな し．櫨胞束には搬菌は少なく寧ろ空

泡菱性に富む・脱骨腺，後腹誤腺，腸間膜腺，氣管支腺等に於てはこれを皮膚に密接に闘

聯する淋巴腺に比すれば病愛極めて軽度にして，誠胞にありては先づ網朕細胞を侵し之に

癬菌の寄生及び脂肪様愛性を来し次でこの網朕細胞の増殖を来す・腸間股腺の如き、は漸く
空泡性網朕細胞のみにして癬菌は殆ど見得べからざることあり．氣管支腺には炭色索と共

に笙泡嬰性及び少許の珈菌を有する細胞を見ることあり．この際，炭色素の為に細菌は陰

蔽せらるると雖もズグン第3によりて漸く韻愛性を微することを得べし．肝門腺は肝臓D

癬浸潤に闘聯し常に腫大し副腎様（動物の）構造を為し肝臓の癬結節が脂肪愛性若しくは

浸潤の為に徹はれたる場合にも能くこの腺の病愛によりて肝瀬を決定し得ぺし．この腺を

除き爾餘の胸腹淋巴腺は多くは血行に密接に闘聯する櫨胞内網朕細胞が先づ侵され，淋巴

笠は重大なる意義を示さざる者の如し。

2 消化器
舌及び咽頭の病愛は略し食道粘膜血管周固に少許の癬組織あれども掘菌に乏し。

胃の各部に於て固有膜の尖端に癬菌に乏 しき空泡細胞群あり特異なるは粘膜筋内及び其
の上下に沿うて存する空泡細胞群なり・就中幽門興の附近に最も著明にして長さ 0.2mm

巾1mmに逹する痢細胞群の粘膜筋に沿うて存することあり．この際，該空泡細胞群は
毛細管壁に密着すること多し・而して胃筋壁間には稀に痢細胞の孤在するのを見るのみ。

十二指腸の幽門に接績するリーベルキュン氏腺底の粘膜筋上下に亦胃同様の顔組織あ

b．プルンネル氏腺間には愴iめて少許の癬細胞群を見る。

十二指腸下部に於ても亦粘膜筋の上下に沿うて蹴細胞群あり．殊に上部によ ，りは下部に

此の組織多し。

空腸に於ても前者に異ならす。

回腸には前同様なれども 2者よりは病愛軽度なり．バイエル氏板孤在誠胞の周固及び其

の内部には痢細胞を見る。

盲腸には粘膜筋下部に1籟細胞群あり。

直腸上部の粘膜にも粘膜筋の上下殊にT哨邸：瘍細胞群あり。
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以上は唯梗概に過ぎナと雖も痴細胞の堆積する虞は主として，胃及び腸にありては粘膜

筋の上下に在りて常に毛細血管に浩び，癬菌は少許なれども必らす各群共に数個と證明す

るに難からナ・之に逃する腸間膜腺には誼胞内に空泡髪性組織を見る可きこと上述せる所

の如し。

予は上記の病雙が各結節顛の屍骰に必らす多少證明せらるるを以て， 胃廂腸痢と命名せ

んと欲す．由来，ライスネル氏は腸潰瘍に於て無敷の癬菌を桧出し之と腸廊と命名せるも

予を以て見れば之は結核性の病雙となす可＜腸賎には寧ろ潰瘍と疲せざると以て至裳とす

可し．従つて平常，臨床的の障害を来すことなく唯赤痢に犯され易く或は胃腸加答兒を起

， し易き底のことは之ある可きか。
而して消化器の章は上部食堂及び氣道の所鼠病菱に原因し，唾液，鼻汗，喀痰の喋下によ

り之が裳便より排謝せらるること毎常なれば共の途中に於て食餌と共に吸牧せられたりと

考へられ易き位置にあれば或は此の説に左担する人多からんじ予は他の臓器に於て信する

が如く胃腸に於ても血管より運輸せられ共の周園に出でたる痢菌によるものと考ふ。

5．心臓

心誠には廂菌の著しき病斐を来さざるは事質なり・然れども血行に入り得べき痢菌が・

獨り心臓にのみ俊入せざることあるべきか．ズダン第8によりて結節耀の心臓を桧するに

多くの心臓は筋間結締織に存する組織球が痢菌の侵入により脂肪様反應を呈し増殖して悽

廠質斯結節に類する結節を作ること稀なら七或は個々、に或は数個の特殊の反應を呈する

痢細胞は 1 個乃至数個の癬菌を入るることを常とす• この際，注意すべきはこの種の細胞

は同時に脂肪針朕結晶を入るることあれども エーテル，アルコホール， ァッエトン等の築

液にて豫め脱脂したる標本を染色するときは敢て迷誤を来すことなし．而してこれは全心

臓に證明し得れども，上房よりは心尖に近き虐，心外膜よりは内談に近き虚に於て数し目

撃し得らな故に田原ヒス氏束の周園に亦勘なからj;:.蓋し心尖， rA］股雨者共に榮養血管

末梢に近きが為に然る者にして心内血行より直ちに穿入したるものならさ‘‘ることは予の信

する所なり．而して心臓間質に於けるこの病菱が幾許の臨床的症朕を来す力遺知痢に偶疲

する癬性結節性紅斑，肺結核，腎臓病に際し来る心臓牧縮期的雑昔は之に原因するものか

と思、はるれども特に著しき症朕を呈するを見す。

4 子宮壁及び卵巣の空泡組織
＇結節癬の子宮壁の筋間結締織の毛細静脈管の分岐部に浩うて直径0.5mmに亙る結節を

登生す・その空泡組織は特異の反應を呈し癬菌の数極めて少敷なり．之は子宮壁の到る虞

に殆ど均等に分布する病菱なれども，筋壁の色合より肉眼的に見易からす．子宮内膜に就

いても結節廂の場合には散任性1こ痢細胞を見る．腟粘膜‘も毛細管壁に沿う・て少数の癬細胞
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群を見る。痢帆管上皮下に於ても亦瀬細胞あり・但し何れの場合にも共の癬細胞内の耀菌

は少敷たり，若し斯くの如き婦人が女任牢ずるに際し痢細胞は子宮脱浴膜母憫胎盤にも存し

白血球を介してIJ台兒に侵入するやも測る可からす。

卵巣に於てはグリュク及びウォヂンスキー雨氏夙に卵巣癬なる者を報告しここに結節と

造り小球を見ると云ぴ氏等は卵巣を睾丸の病菱に封比せんとする者の如く恩はるるも卿か

過大なる線なきや．勿論，白骸の周園及び黄骸に於て類）j翻方を含有する多数の結締織細胞

は膨大してチール氏液晦峻脱色法によりて容易に脱色せす抗酸性極めて強く恰も小球の観

となすことあり・氏等の小球は恐らく之を云ふなる可し．卵巣に於ける皮質の卵細胞及び

飽胞細胞は痢菌を有すること殆ど無し．之を睾丸の製精系細胞が最も好んで癬菌を描取し

之を寄生繁殖せしむると比す可から-j;.然らば卵巣は全く癬菌を寄生せしめざるか点云ふ

に極めて町寧に脱脂したる標本に就きて見るに白骰周固の細胞は在来の類脂肪憫と共に極

めて僅微なる綱菌を有すぃ是に依りて之を観れば他の臓器に於ては章細胞は癬菌が侵入し

て後に脂肪様個の褻生武るが姐きにも拘らす獨り卵巣には在来の類脂肪を包有する細胞に

痢菌の侵入するが如き観あり．勿論，たとひ結節たり小球たるの観ありと雖も皮膚，睾丸

の如く嬢菌の繁殖の結果にあらすして黄愉及び白罷周固に存在する在来の細胞が闘輿する

のみなるが如し；而して卵細胞及び濾胞泣にその間質の犯さるること勘なきは癬に因する

婦人の不仇任症が比較的少なきを誂明するものなりと云ふ可し。

5 膵臓，唾液腺，膀脱及び撮護腺

是等の臓器は何れも痢細胞の褒生僅微たし：C膵臓及び唾液腺にはその間質に癬細胞の小

群を見，膀腕は粘膜下血管周固に 2~3の痢細胞を描護腺には滑平筋繊維間に極めて少許

の癬細胞の孤在するを見ることあり． これ等の痢細胞内の癬菌はその数極めて甚少なし。

6 腎 ： 臓

腎臓の糸毬罷には結節瘤にありては殆ど鋸常，癬菌を寄生し，同時に糸毬骸の硝子様愛

性，腎臓間質炎を登す・この外に肉眼的には見得べからざれども腎間質，ボーマン氏嚢の
化

周園，葉間勁静脈の周圏に釧細胞若しくは共の小群を見る．共の内には廂菌は糸毬罷に於

・けるよりも少数なりは・糸毬罷には空泡菱性を有する細胞を見す．．恐らくは毛細管内皮に

痢菌を寄生せしめ居るものならん。

7肺臓

肺臓も肉眼的結節を見ること勘なけれども間質の組織球，血管内皮， 、外膜細胞及び含炭

細胞に疱菌を寄生し，前者には痢菌の数多くして血行より牙くりたる新らしき痢菌を寄生せ

しめ含炭細胞に［よ痢菌の侵入と共に空泡細胞に愛じ密遡したる炭分子は疎解せられ，ズダ

ン第 3 にて栓貨色に染む•上記肺胞間には往々 0.01)り至 0.1mm に亙る癬細胞群あること
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あり．この際，共の痢細胞は炭分子と同時に癬菌及び空泡と含む間質結締織は之が為に聯

か増殖するの観あり．然れども従来諸家より報告せられたる瘤性肺炎の如きものを見す．

菟し之は恐らく鍍性肺炎，結核性乾酪性肺炎若しくは加答兒性肺炎の内に上記の散在性癬

細胞，肺胞上皮及び白血球内に偶然瘤菌を合有したる者等を見て狐性肺炎なる名稲を附し

たる者ならんか．質に冥性肺炎及び肺結核は痢に頻褻する病症なり。

f 上記の外，氣管支粘膜下組織には上部氣道より殆ど連続的に粘液腺の周圏，固有膜の際
脈周固は狐細胞の数，浸潤する虚なり。

ヽ

8副腎

腎臓と肺臓とは貴要臓器なるだけに瘤研究家の精細なる研究を経たる所にして頻と密接

闘係なき病愛すらも事々敷記載せられたるに拘はらす副腎に至りては1~2氏が稀有なる病

愛として癬菌の寄生せるを記載するに過ぎポ然れども肝牌に固有の耀諸節あれば，必す

副腎に固有の結節を見るを常とす・況んや肝牌に於ける病愛の地明ならざるか或は脂肪浸

潤が肝臓に疲生したる場合に於て結節を見易からざるに際し副腎に於ては著明の結節と見

ること多し。

副腎の結節は被膜下，固索底，網朕層及び髄質静脈壁の周園に痰生すれども最も肉眼的

に著明なるは網朕屁及び髄静脈周園にあるものとす．共の大さ 0.2}り至 0.5mmに逹する

ものあり，網朕層の副腎細胞は色素を含有するにより帯黄色の結節は帯褐色の質質細胞の

間に特に著明なり．副腎の個質なき突起部には正中静脈壁に沿うて一定の距離に小結節排

列す．予は「皮儲の境界に 1籟結節を見る」と常に記載せり•この空泡組織は頻菌概して僅少

にして往々に看過することあり．然れども共の部位の特異にして常に静脈壁に接着する．

例へば副腎賓質細胞が脂肪髪性を呈し甚しき空泡形成を示すも共の賓質細胞には決して癬

菌の侵入を見す唯往々柱朕眉細胞雇の血管内若しくは外膜に癬菌の寄生あり共の質質細胞

に接在せるにより誤り易きも之は肝臓貰質細胞とクッペル氏細胞の闘係に比すべく比較的

新鮮なる瘤菌束を容るることも相似たれども共の頻度はクッペル氏細胞の如く殆ど苺常あ

るものにあらヤ血行より来れる新鮮の痢菌1こ闘するものなり。

而して吾人の肉眼的結節は結節廂の副腎には常在的の愛化にして共の網欣層中に特嶺す

るが故にこの部の内分泌的翡係を研究する好個の材料なるやも知るべからすと思ふ・若し

夫れ結節瓶，浸潤癬（疇昔の所謂黒頻）の皮屑の色素増生は慢性炎症の為なる可く治療に

よりて褪色する者多ければ副腎病愛に闘係なかる可し。

9 肝 ． 臓

内臓瀬を云ふ者先づ肝臓7)病斐に注目せざる無し．蓋し結節癬にありては毎常，葉間緒

締織に微細なる結箇iと疲し黙朕よ栃枝朕となし同時に結締織の増殖，プラスマ細胞の浸潤
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を有す．而して葉間，作者締織に次いで葉中静脈壁にも結節を複生す．之も肉眼にて見ると得

べし．斯くの如き小緒節が規則iEしく肝小葉の内外に碁布するの朕況は質に一種美観を

呈す．鎧桧するときは尚もクッペル氏星茫朕細胞が痢菌を含有して膨大す・高度なる病菱

にありては星芭細胞も増殖し空泡菱性を呈し葉内に敷個の結節を族生することあり。葉間

結節及び薬中結節には類脂肪雙性常に高度にして癬菌比較的に少数陳薔なること多きもク

ッペル氏細胞内には比較的新鮮なる多数の痢菌を含有す・而して肝細胞内に瓶菌に類似す

る枠｝伏物あれども多くは脂肪針か腑色素の結晶に外ならすして癬菌は副腎細胞に等しく侵

入せざるものの如し。

10 牌臓
牌臓に於ては肝臓に於けるが如く結師と周極I組織との封照明瞭なるを得すと雖も共の質

質中に密遡する結節は数，被膜下に針尖大白嬰りとして透見し割面に於て牌動脈に滞、うて細

小なる結節は1mmに逹する者あり．時としてこの結節は黄褐色を帯ぶることあり鏡桧ず

ればこの牌勁脈に次で静脈賓間髄索に結節あり多数のプラスマ細胞を混するもこの種の細

胞内には癬菌の侵入なくして癬細胞は上記牌動脈外膜細胞及び牌槌索の肺細胞に胚胎す牌

材の周固にも 1~2列の痢細胞を見ることあれども動脈周園に比すれば癬結節の好痰部位

に非す，牌材緒締緞細胞には少許の掘菌を見れども増殖の朕態なし．牌材に通する牌静脈

内膜は数は共の内皮下に癬結節の褻生によりてポリープ朕をなして管腔に突出す．而して

静脈喪内皮細胞は常に頻菌を描取せす．蓋し皮肉，睾丸にありては静脈内皮は癬菌の好寄

生部位なるも牌に於ては之に異なり，又全身動脈外膜は蹴細胞の好生部にあらざるに牌臓

に於ては外膜細胞が先づ犯され先づ噌殖して結節を作るは特異なる所なり．静脈賓内にあ

る大箪核細胞はリクリ ー氏に依りて始めて痢菌を包有するこ とを注目せられたる所なるが

結節羅の牌臓病愛には毎常目撃する所なり．之が生前，流動血中に含有せらるる含菌性大

箪核細胞に一致するや否や。未だ遠かに断言すぺからざるものとす。

濾胞の網朕細胞は淋巴腺濾胞に於ける場合に等しく先づ廂細胞化して増殖し遂に濾胞の

萎縮を来す。 a 
牌動脈が毎常，硝子様肥厚を呈しズダン第3に著色することは結節瓶の年齢に闘係する

ことなく毎常見る所なり。叉，牌静脈賓の内皮は上記の如く顔菌を描取せざるにも拘らす

髄索に存する毛細胤管内皮は敷，多数の痢菌を有することを特記せざるべからす。

以上，各臓器によりて多少その趣きを異にすと雖も痢細胞は結締織細胞，内皮細胞，外

膜細胞，網朕緞細胞等の所謂組織球］り至組織性球に侵入寄生し之を刺戟増殖せしめ微細な

る空泡性小結節を形成す．然れども上記内臓にありては皮膚，上部氣道，粘膜，睾丸に於

けるが如く腫瘍朕に装育して賞該臓器細胞を破壊しその原形を失はしむるに至らす・肝腎
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に於て結節と同時に間質炎を起し牌及び‘淋巴腺は結節の痰生によりて1]璽大を起すもその新

生物の位置は秩序整然として平等に布蔓し之を結核倣毒の如き肉芽随が不規則に疲生して

大小不同の結節を作り組織を破塩し潰瘍を形成するに比すれば頗る趣きを異にするものあ

り．勿論，徴毒及び共他の急慢性疾患と雖も或る一定時期に於ては全身各臓器に亙りて汎

褒的に病原儒の活動を退ふするは各穂嶺疹の分布の朕況及び胎兒徽踪に於けるスピ国ヘ一

f テの分布の朕況に微して想像するに難からすと雖も今日の虞 吾人は肉眼的所見佗捉はれ
潰瘍及び‘結節の存在せざるときは看過せらるるの傾きあり？搬1こ於ても腸噸の存在を主張

する2~3氏の如きも潰瘍或は上皮の剖脱等の部位を鎧検し唯1~2の例症に就き癬苗を證し

f 
たりと云ふに過ぎ七故に多数の學者は腸疱の存在を否定す．何んぞ知らん，胄励粘膜筋

＇ の上下には常に多少の痢細胞の増殖して廣汎にして他に比すべからざる病髪を呈し而も枯

膜は何等の病菱を示さざるを．同様たる闘係は肺癬に於て繰り返へされたる所にしてボノ

ーメ氏及びバーベス氏・は肺炎の病鼈1て痢菌を見て肺痢なるを主張すれども何等病愛を示さ

ざる肺組織にても肺胞間結締織細胞及び氣管支粘膜に常に多少の瘤菌を見るは結節痢に於

ては普通の所見なり．叉ハンゼン氏の如き肺癬，腸堀を否認する論者も腸間膜腺，氣管支

腺等に肝臓痢1こ於ける肝門淋巴腺の瀬病雙と比較すべき病愛を見ざるを以て論撒とたした

れどもズグン第3にてこの雨種の淋巴腺切片を染色せんか必らナ脂肪様菱性と少数の痢菌

を見ること敢て難からざるなり。

副腎は結節好褒の臓器なるに拘らす副腎病愛の稀有とせられたるは観察の粗漏と痢菌1)

比較的僅少なることによる。

子宮痢，心臓癬も亦副腎疱と同様の闘係に在り。

以上の臓器に癬以外の疾患により之と同様なる類脂肪閤を含有する新生組織あるゃ，予

の寡聞凌學なる未だ知らざる所なり，恐らくは部位斯くの如く特異にして空泡組織の斯く

の如く特異たる他に共の比を見ざる可し． 況んや又この細胞内に必すや少敷の痢菌を證明

するに於ておゃ．但し獨り卵巣は脂肪様個を含める在来の細胞・に癬菌の侵入を見る者の如

しと雖も他の臓器に於ける類脂肪含有性癬細胞は癬菌侵入の結果此の愛性を糠褻したる

者の如し．此虐に於ける脂肪様罷の疲生も亦皮胸，睾丸に於げる小球の如＜，痢苅の愛性

に嶺せるやと云ふに予は然ら一炉と考ふ・蓋し内臓に於ては左程，屑痢菌の繁殖に適せポ常

に少敷巧領菌を存し肝，牌の如き比絞的珈菌痰育の梢ば佳良なる所にても小球状の集落を

見ナ爾除の臓器に於ては癬菌の疲育は常に貧弱なり蓋し苺常，死後の所見然るが故に生

前と雖も恐らくは然らん．果して然らば痢細胞儒内に脂肪様骸の褻生著明なるは之を悉く

獨り癬菌の轄化のみに鱈すべから-p.-去Pつて細胞閥内に疱歯I)進入と同時に彼する生物限

的反應にあらざるなきやを顔慮せざるを得す。
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論者或は日はん．内臓に於ける病愛は皮府，粘膜，雁1[1経，睾丸等の病斐に紹褒す．廊菌の

轄移然り，然らば皮屑の如き主病翫に於て多数の痢菌より饂醸轄化し来りたる脂肪様骰が

彼の特異脂肪を食餌とする動物の内臓諧組織に特異脂肪を沈着するが如く痢菌を描取し

たると同様の細胞に沈着するにあらざるやと．論旨一貫，頗る妙なりと雖も訓経廂の如き

皮脱紳経共の他の臓器に韻菌を見ざる場合に於て帥紐節細胞内に少数の顧菌叫脂肪様菱性

を見るが如き共他，皮胸病雙の重からざるに内臓に掘浸潤及び脂肪様斐性の著明なる場合

，あるが如き，若しくは副腎，肝臓等には間質に結節著明に疲生せるも，質質細胞に螂細胞内

脂肪様梱と同様なる脂肪様閤を沈着せざるが如き認幽は未だ此の設を是認し能はざる所以

なり．勿論，内臓に於ても痢菌儒は痰育し且つ退行し，之より脂肪様髄を喚生することあ

るべしと雖，その量は褻育繁殖の不良なるに準じて少址なり．寧ろ大部分は瓶菌の侵入に

翌寸抗的に細胞内に脂肪様罷の夜生したるものたりと想像す・その幾許が疱菌物質の穂化に

して幾許が細胞産物なりや等の問題は牌来願菌の純粋培養の成功と脂肪椋儒の化學的構造

の間明せらるるを1癸たざるべからす。

兎に角，痢菌と脂肪様罷とは頗る複維せる因果的賜係ある者の如し．櫻根博士は脂肪様

個の蹴細胞閥内に登生するは痢菌繁殖の結果なりと云はれたり， ，予は内臓に於ては痢菌の

繁殖に並行せざるを目撃し其他の儒部に於ても脂肪様骸の盛んに褻生せる場合には痢細胞

個の廂菌は却つて已に繁殖の頂期を経過して退行愛性を呈し衰滅に近きものなりと信す。

菅井拇士は脂肪様罷なるレチチン溶液中に瘤薗と放置するときその消滅を来すの質瞼は

頗る自然的事質を證明する者の如し。

癬冶療上に最も有力なる大風子油の注射或は内服により吸牧冶癒したる結果潰瘍を取り

て桧するに癬薗顆粒菱性消失と同時に常に著明なる空泡菱性的組織を残逍す・，これ或は大

風子油の注射内服は痢細胞内に脂肪様罷の疲生を催進し痢菌をして自然的退行愛性を催進

せしめたる者なるべし。

次に興味ある珈患者の血清中にワッセルマン氏反應， ポルゲス， 、マイエル氏レチチン反

應，照内氏クオリン反『仰例憤の存在することこれなり．叉此の際ワッ七ルマン氏反應のア，

ンチゲンとしては痢緒節及び臓器の外， 全く料恥：闘係無きモルモットの心臓エキス，鰹誦

：エキス，レチチン，クオリン等の用に堪ゆること徹毒の血清に等し．而して前輯頸員に陰性

なること多く結節癬にても結節浸潤褻生の程度に準じ陽性反應を呈するを見れば痢菌及び

その秀顛敗物質と痢細胞内脂肪様僻とに闘係を有する者なるを姉るべし。

霞に脂肪様慌と癬病病理とは璽大なるじ関係を有すること以上記述せし所の如し．賄来尚

此の問題は研究の餘地勘なから主と信す。

終りに臨み，脂肪様陸の顕薇鏡的分類に際し瀬）ll昌世博士が数示を典へられたるを謹謝す。
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入墨（特に朱）と噸菌との闘係に就いて

（皮府科及泌尿器科雑誌第27巻第 8琥 1927年）

明治 37年皮胸及泌尿器科雑誌第4巻第6琥に於て私は 39歳の男子が従来祠経癬であっ

たものが結節痢に移行せんとする時期に際し共の初徴として彼が少年時代に在上膊に入墨

f したる藍の墨線が先づ隆起したるを痰見し其の部の皮胸を切除して血管に沿うて堆積する
入墨細胞内に無数の1籟菌が繁殖して其の木炭末を疎解し共の入墨細胞罷を頗る明瞭に認め

しめた，裳時私は入墨によ りて被害朕態にある細胞が同時に瓶菌の寄生繁殖するものなる

9 べしと想條した。

共の翌年5月東京腎學會に於て今の金澤睦科大學教授土肥章司氏は丘疹徳毒の丘疹が最

も多く入墨皮膚の墨部に好複することを見，同時に朱を入墨したる場所には殆ど丘疹を疲

せさ‘‘ることを見て朱は分解し難き化合物なれども久しく人骰内の生機により極微巌の水銀

に分解し朱部に来りたる徽扉病原に封し殺菌的に作用するものなるべしと結論せられた同

氏は大正 11年第2回の報告を皮膚科及泌尿科雑誌に掲載し宵木アル＝ンク謡氏の賛成と

ペルンハイム及びグリュク氏異例をも引證せられ，且水銀に似て非なる紅ガラ（酸化鐵）を

剤刺せるところに徽毒疹の好褻したことを追加せられた，勿論第1同報告の業時は徹毒菌

は猿見以前であつたが水銀が徽毒菌に封し極徴量によりても殺菌的に働くことも略，想俊

せしめられた。徽毒菌と癬菌とは勿論同一ではない，併し朱の極徴麓分解が徽毒菌を殺す

力があるものなれば癬菌にも亦類似の作用を呈することなきか私は此の疑問を懐いて爾米

20年間廂患者にして入墨を施せるものを貼検した，併し日本に於て発身に亙つて廣汎なる

入墨をなすものが勘くなつたので朱と癬菌の櫛j［系を知ることが出来なかつた，餘低なく朱

やサルチン水銀を斌皮膚に捌刺したが水銀が特に韻菌に有害に働いた模様を見なかった。

然るに大正15年5-月29日に於て東京大學皮廣科敦室より紹介せられた1人の患者は朱

の入墨と瓶菌との多年の疑問を解決ぜしむる鍵を呉へた 1例で有つた。

臨床例

患者は府下大井町の産れで枇々海苔の採取製造を業とした嘗年49歳の男子である，背部

及び四肢に廣汎なる入墨を施し同時に朱をも用ゐて居る，此の男子の朱部に最も大なる癬

の結節を生じたもので吾人の豫想に反したる興味ある 1例である，尚本人の病整を記述し

て見ると左の通りである。

患者の祖父母父母兄弟姉妹等の血族中に痢病に瀧りたるものなし，幼時至って健康であ

ったが3歳の時入浴中溺れて失神したことがあつたそれ以来記憶力が減じて小學佼にも行
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かなかった， 17歳のときより 18歳に亙りて背から臀部にかけて左に下り龍右に上り龍中

央に朱にて南無妙法蓮華経と剖刺し 30級の頃再び左上膊より左前膊の全面に牡丹にに唐

獅子右上膊より右前膊の全面に花は櫻木人は武士や養老の孝子の模様を捌刺し牡丹櫻．の花

卿には朱を入れた，左大腿の前面にオカメ右大腿の前面にヒヨ；；トコ面を割刺した。

患者は花柳病共の他の偲染病に罹つた事なく酒．ょ2合を傾く，本病は大正14年秋顔面四

肢に褻赤浸潤し殊に左大腿前面オカメの頬唇の朱を剖刺したる虚が次第に周園の皮9肖より

持ち上りて緒節だ菱じた・，右膝部に知覺脱失の部あるを複見した本年正月右足外謀に水

泡を焚生した。

現症罷格中等大筋肉の疲育佳良にして未だ手筋及び足筋の萎縮を見す身長157.5cm, 

儒祖52kg, 皮下脂肪組織中等度に褻育す，顔面は暗紅色に浸潤し殊に雨頬部上下眼瞼前

疇部に堅く浸潤口殊に結節朕をなせる所あり為に眼裂は狭小となり結膜充血す・未だ頭

髪の脱落及び眉毛の脱落なし，角膜及び虹彩異常なし，鼻部の浸潤劇しきに拘らす未だ課

血鼻塞及び鼻粘膜の潰瘍を見す，痢菌は左右鼻中隔粘膜より桧出せす左口臀は梢』韮痺す

るの外顔面紳親の麻痺症朕は著明ならす，大耳紳親は肥厚せす左尺骨神経は肥厚を躙知し

得れども右尺骨誹続及び左右iE中紳経は肥厚及び麻痺なし，淡撓骨雁輯墨は左右共梢：肥厚

す，右手背及び左右前膊後面に姉覺脱失部あり左右上膊より前膊に亙り剤刺せる朱及び墨

の部は一般に浸潤して普通の皮胸面より隆起す，殊に右上膊後面櫻樹皮の横斑は著しく隆

起し結節化ぜる虚あり又櫻花及び牡丹の花興杯及び紐の如き朱部は殊に墨部よりも一層隆

起す，父左肩押部に唐獅子は（患者の云ふ所によれば興柄なりと云ふ）朱部よりも暗椙色

を帯び奄も肥厚せす。

殊に左大腿前面に於けるオカメの頬紅口唇房等に剖刺せられたる朱部は皆赤色の結節と

なつて皮膚の表面より 2乃至5mm隆起せることなり，勿論此の側に於てはオカメの頭髪

及び眉墨の如きも隆起して敷mmに逹し居るも朱部は一般に墨部の隆起に膀ることは一目

瞭然であな右大腿前面ヒヨットコ面には朱部及び墨部があるにも拘はらす墨部及び朱部の

隆起は左側の如く著しからす僅かに皮膚面より隆起するを見る。

背部の中央に朱に叉南無砂法連華繰なる大字を制刺せるに拘はらす此の部に浸潤らしき

ものなし，只肩評部の如く又臀部の如き通常の場合に於ても癬結節の好疲する場所の入墨

部の特に皮膳面より隆起するを見る，併し之も上下肢の如く著明ならす。

顔面の浸潤を硝子板にて歴するに充血は去り行けども朱部の浸潤部は應迫により純朱色

となる。

右足闘節外牒に天保錢大の振痕あり左右大腿前面の皮廣幾分か暗赤色に浸潤す。然れど

も上記オカメの如く結節欣を呈する事なし頸骨及び排骨神経は左右共に未だ肥厚せす，胸
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部に天保錢大の暗赤色の斑紋あり・心臓肺臓牌臓肝臓及び翠丸の詣臓器に異常を示さナ。
尿蛋白糖微疵，大便謳卵はなし。

血液血色素椛百％赤血球数5,448,000,白血球7,800白血球の種類小淋巴球3.52大淋巴
球2.86移行像1.21多核白血球59.29エオジン嗜好細胞1・43%。

維織観察
左大腿のオカメ面の頬部の結節化せる部を摘出して桧するに割面は微に赤色を帯び帯赤f" 白色であるが共の結節の下部及び｀周園部は鮮紅色である，第2材料オカメ面の組織にあ
る朱色の結節部を普通入墨部と共に摘出するに結節割面は頬部結節よりも一屈帯赤自色で
あつて周園部の濃朱色なることも前者と同じである其の周固に墨の部があるが勿論黒色で

f
・・
ヽ

ある，此の 2稲の材料から切片を造つてヘマトキシリン・エオジン，ズダンIII,ヘマトキ
シリン等に染色して痢細胞の朕態を観察すると同時に，チールガベットによりて疱菌と細
胞の闘係を見た，先づ第1に上皮肝が通常の結節の如く罪源となりヤルピギー層の有棘細
胞中共の核周固腔に痢菌を宿らしめて居るものがある，鍍皮の上層に比較的侵されざる緒
締織層がある下部結節の為に上皮突起も乳頭も失はれて居る，結節の構造は多数の毛細血
管を具へたる肉芽腫であつて共の血管外膜に接する所に於て多数の上皮様細胞がある。
此の上皮様紬胞麓はス｀ダンIIIにて染色するに未だ固有の空泡を造らざる程度の縣粒を見
る。卯ち痢細胞の初期に見る像である核染色上クロマチンは濃染するもの淡染するもの胞
朕の染まるもの不整形をなすもの箪核のもの多核のもの千朕萬態である，而して血管に接
じ多核に して巨大のプロ トプラスマを有し， ＇其の周園に星芭朕をなす多数の突起を有し
邊緑は鋸槌朕を有する巨態細胞が極めて多数である，而して之等の上皮様細胞及び巨態細
胞は執れも多少の未だ菱形ぜざる癬菌を宿し又同時に顆粒朕及び結晶状をなせる朱粒を包
有す，而して朱粒は疱菌に接近し殊に朱の混塊の堆積する著しき巨大細胞内に於て多数の
癬菌を吸引的に密接せめしたるが如き像を呈することあり，此の結節の中央部に於ける上
皮様細胞に於ては朱の顆粒は周園部の夫等に比するに少簸であることは肉眼の所見11::一致
する。

墨粒を有する第2材料に於ては墨粒と同時に癬菌を包有する上皮様細胞を見る，此の場
合に於て敷げk粒をも混有することが多い，肉眼的に於けるが如く墨の部分には上皮様細
胞が朱の部分の如く増殖が甚しく現れて居ない結節組織内に茂生する毛細血管の内皮は増
殖して共の内に痢菌を宿して居ることが数:である併し朱の顧粒は宿してゐない。
余は今迄肉眼標本及び切片に就いて赤色に見ゆるものも透過光線により黒色をなすを以
て箪に赤色硫化栄なりと断定したが尚化學的に皮府D赤色物が硫酸硝酸聾酸アルカリ繍汁
に菱化せす王水にば長時間(24時間）にして溶解し落射線により赤色と示さざるに至り硝
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酸銀液にアンモニヤを加へたる液を切片に阻れするに赤色顆粒は忽ち黒愛して落射線にても

赤色を示さざるに至ったから朱であることは確かである，また恩頓酸及び黄色血紬甑により

伯林青の反應を示さないから鐵の化合物ではない。

結 論

水銀や砒素の製剤が瘤冶療に使用せられた事は既に久しき年月を経過し多数の癬病者に

應用せられたが未だ著奴を拳げたことを聞かぬ，併しながら水銀割が痢病に1和佳良の成
綬を欅げた報告がないでもない， 1898年 Braultは廿采を用ゐて数例を靱快せしめたと云

ひ， 1899年Haslundは蟻酸水銀の注射療法を報告し同時に R叫cliffeCrockerの報告と

Lustgarsenが昇采注射後に著しく軽快したる 1例をも紹介した，1903年 DeLucaは昇

栄の静脈杯］注射2例を報告し毎同 5mgを12同注射した 1904年Meyerは痢に封する水銀

の治療的憤値を設き甘采，安息香酸水銀，沃度化栄等に就き比較した。

土肥慶蔵博士は前棘親瓶に昇采の注射を有奴とした。

1925年8月米國｝レイジアナ州カルビュの米國國立癬療蓑所より Denny, Hopkins, 

Wooley and Barentineの謡氏は可溶性クローム水銀220琥を 1％の溶液となし 1同大約

15 ccを7同より 35同迄44例の瓶患者に 1年に亙りて静脈内に注射して 36％の轄快例を

見たことを報告して居るが共の治療前後窮冥を到照したるものに於て著しき差を痰見する

ことが出来ない，氏等も尚第2同の報告と豫約しながら未だ吉報を齋らさざるを逍憾とす

る虚である，兎に角今日に於て水銀剤が瘤に於ては徹毒に於けるが如く著大なる奴果を示

すことなきは誰しも異論のない虐であらう。

本例の如きは痢菌に封する水銀の威力を疑はしむる 1例ではなからうか，帥ち徽粛疹の

場合なれば入墨の部には疹は好褻しても，朱の入墨の場合は避ける（土肥章司氏）ことが多

いにも拘はらす此の場合には結節は先づ左大腿前方の朱部に興先に褻生し，其の痰育の程

度及び大さにしても箪純なる墨線よりも造かに高く隆起し球形結節に迄に痰逹して居るこ

と等は一見して朱部は結節の登逹を助長する或る物がある と云ふことは誰でも姉られる所

である。

尚結節を切除して肉限的に結節の下底に於て最も深き朱色をなし結節割面は燕挑色とな

り顕微鏡的に下底深朱色の虚に結紐i組織の母細胞と見倣すぺき朱粒を満載したる細胞は又

同時に多数癬菌を含有して膨大して居る，多分此の母基の細胞が分剖叉分剖して緒節の主

慌たる上皮様細胞巨大細胞毛細管内皮等を構成したことは疑ふの徐地のない事である，而

して今迄8年間静的であった朱細胞をして活動せしめた原動力は何か，無論無限に繁殖し

つつある癬菌であった，分剖肉芽細胞は常に母基の所有する朱粒と共に痢菌を含有し居る，

これが為に結節の割面が肉眼的にi熊桃色に染つて居る繹が分かる，而して廂菌は朱粒に密
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接して多数に繁殖し，竜も退行菱性を呈することなく，新鮮なる枠菌となりて存在する所

を見るに，朱粒は墨粒と同様願菌には無害であつて，場合によりては共の嶺育を助けた様

に見ゆる所もある。併しこれは異物が細胞を刺戟して共のプロトプラスマに榮養物を豊富

にして癬菌を培養繁殖せしむるものであると考へるが至嘗であると思はれる，次に球形結

節の成立に就いて参考になることは，結節が中心より遠心的に始まるものであるか，或は

周園より求心的に彼育するものであるか，或は上方より下方に向つて或は之に反封に下方

より上方に向つて痰育するか，常に疑問となつて居る所であるが，此の例に於ては皮閲冥

皮の深部の朱細胞の堆積より上方に向つて球菜の如く下方より上方に向つて褻育した場合

と下底及び周圏部朱の堆積より略 1求心的に疲育したる場合を想像せしむるものがある。

ー（第 1輯完）ー



(8 入墨部の類浸潤

愉論文入晃部特に朱の部分に癬性浸潤を強く見る

ものにてこれは一時痴治療にも用ひられた水銀剤

は凡らく無放ならんとの暗示を輿ふるものなり。

（全生病院保存）

‘ ー
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